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幼児の咀噛回数に関する研究

松山順子　八木和子　三富智恵
田邊義浩田口洋

要旨：保育園において幼児の給食摂取状況を観察し，幼児の摂食における咀噛回数，咀噛時間に関する特徴

を検討した。保育園の4歳児3名を対象とし，異なる献立4回分の摂食状況をビデオに撮影し，咀囎回数を

計測した。対照として，成人3名に幼児と同じ献立の1回の給食を摂取してもらい，同様に咀囎回数を計測

した。幼児の咀瞬回数は，480～1379回で，献立ごとの3名の平均咀噛回数は，分散分析の結果いずれの献

立においても有意差は認められなかったが，個人によって咀噛回数に違いが認められた。また，幼児と成人

の咀噛回数を比較すると，幼児の平均咀噛回数は1117．7回，成人の平均咀噛回数は561．7回で，幼児の咀瞬

回数は成人の約2倍であった。同一食品において，一口ごとの咀噛回数について変動係数を求めたところ，

幼児では変動係数の値が成人に比べて大きく，一口ごとの咀噛回数にばらつきが認められた。

Key　words：幼児，咀噛回数，咀噛時間，一口量，給食

　　　　　　　　　　緒言　　　総肥號撫瓢騰騰萎撰客
　幼児の食生活に関する問題点として，「よく噛まない　　　説明し，協力を依頼し承諾を得た。また対照として，顎

で飲み込む」，「口に溜め込み飲み込まない」といった問　　　ロ腔機能に異常が認められない成人の女性被験者3名

題点が指摘されているL2）。幼児の咀噛に関する報告と　　　（平均年齢30歳）に協力を依頼した（以下，被験者D，

しては，咀囎試料を限定し，咀噛筋活動および咀噛回数　　　E，Fとする）。

を測定したものや3～6），アンケート7）による食生活に関す　　　2．方法

るものが多く，実際の食事から，その咀噛時間，咀噛回　　　1）観察方法

数を検討したものは少ない。また，実際の食事を観察し　　　　保育園において，通常通りの状態で被験児に給食を摂

た報告としては学童や成人を対象としたものが多　　　取してもらい，その様子をビデオに撮影した。献立は表

く8～11＞，幼児の1回の食事における咀噛回数や一口あた　　　1に示した通りで，品目ごとに重量を計測し，各被験児

りの咀囎回数は明らかではない。　　　　　　　　　　　　　にほぼ同最の給食を与えた。ビデオ撮影は，献立1から

　そこで本研究では，幼児の食物咀噛に関する実態を知　　　4についてそれぞれ別の日に行った。成人被験者には，

る目的で，保育園に通園する幼児の給食をビデオ撮影法　　　献立1について幼児と同量の食事を摂取してもらい，同

により観察し，咀噛回数，咀噛時間に関する特徴を検討　　　様にビデオに撮影した。撮影したビデオを観察し，咀塒

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回数，一口あたりの咀噛回数，咀噛時間，食物を口に取

　　　　　　　　　対象と方法　　　鍛粛塾脇謡錨ご1徽鶉鑓

1．対象　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食事を休止している時間を除いた時間とした。

　新潟市内の保育園に通園し顎口腔機能に異常が認めら　　　2）データの分析

れず，正常な乳歯列を有する4歳児3名を対象とした　　　幼児の献立ごとおよび個人ごとの咀噛回数について分

（以下，被験児A，B，　Cとする）。被験児Aは男児で4　　散分析により，また，幼児と成人の咀噛回数についてt

新潟大学大学院医歯学総合研究科口腔生命科学専攻　　　　　　検定により・有意差の検定を行った・さらに食品別の一

口腔健康科学講座小児口腔科学分野　　　　　　　　　　　　口ごとの咀噛回数について変動係数を求め，一ロごとの

纈繁醜猫　　　　　　囎回数のばらつきを検討した・
　（2003年3月17日受付）

　（2003年5月19日受理）
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表1給食の献立　　　　　　　　　　　回

品目 重量

献立1 米飯（納豆かけ） 809

豚カツ 259
きゅうり（約1／2本） 259
サラダ（キャベツ・きゅうり・みかん） 659
汁（なめこ，麩） 110g

献立2 米飯（納豆かけ） 809
豚カツ 259
トマト（1／4切） 259
サラダ（キャベツ・きゅうり・にんじん） 659

汁（豆腐ねぎ） 1109

献立3 米飯 809

鶏肉と野菜の煮物 659
トマト（114切） 259
ゆでブロッコリー 259
汁（麩，ねぎ） 1109

献立4 ピラフ 809

ウインナーソーセージ 209
サラダ（キャベツ・きゅうり・ッナ） 409
コーンポタージュスープ ユ109

オレンジ 309
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809　　　　　　1200

259　　　　　　800

1109　　　　　　400

0

259　　　　献立1　2　　3　　4
1：9　　　図・幼児の献立ごとの囎回数
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献立　1　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　4

　　図2　幼児の献立ごとの平均咀噛回数

結　　果

1・囎回数について　　　　　　　回　　「一一≒＝口
480回（献立2），最大で被験児Cの1379回（献立2）　　　1200

であった（図1＞。幼児3名の給食4回の平均咀噛回数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　900
は，9725回であった。献立ごとの3名の平均咀噛回数

は，献立1で1117．7回，献立2で956．7回，献立3で　　　600

918．3回，献立4で896．7回であり，分散分析の結果い　　　　300

ずれの献立においても有意差は認められなかった（図　　　　0
2）。また，被験児ごとの給食4回の平均咀噛回数は，被　　　　　　被験児　A　　　　　　B　　　　　　C＊、ρ〈o．05

験児Aで7265回，被験児Bで914・8回，被験児Cで　　　　　　’　　図3被験児ごとの平均咀噛回数

1275．8回で，分散分析の結果，被験児A，C問およびB，

C問に有意差（p＜0．05）が認められた。《図3）。

　図4に，献立1における幼児と成人の咀噛回数を，図　　　回1600

5に，献立1における幼児3名と成人3名の平均咀瞬回
数の比較を示す。幼児の平均咀囎回数は1117．7回，成　　　　1200

人の平均咀噛回数は561．7回で，幼児の咀噛回数は成人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　800
の約2倍であり，t検定の結果，有意差（p＜0．05）が認

められた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　400

2．咀噛時間について
　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　図6に幼児の咀噛時間を不す。咀瞬時間は7分48秒　　　　　　A　　B　　C　　D　　E　　F
（被験児Aの献立2）から3ユ分24秒（被検児Cの献立　　　　　　　　　幼児　　　　　　　成人
3）であった。図1に示す咀麟回数と比較すると，献立　　　　　図4献立1における被験児（者）ごとの咀瞬回数
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　　　　1　　　　　　　　阻　　　　　　　　　　　図8　献立別の品目ごとの平均一口咀噛回数と一口数（幼児）
D　　　　　　　　E　　　　　　　　F

図7　献立1における成入の咀噛時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インナーソーセージにおいて，40回以上と一口あたり

1を除いて，咀噛回数が多い幼児ほど，咀噛時間が長い　　　の咀噛回数が多く，被験児によって咀噌回数が多くなる

傾向が認められた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品目が異なっていた。

　図7に成人の献立1における咀噛時間を示す。成人に　　　　一口数は，同一個人においても献立および品目によっ

おいても咀噛回数が多いほど，咀噛時間が長かった。　　　　て差が認められた。

3．幼児における一口あたりの咀囎回数と一口数につい　　　4．成人における一口あたりの咀噌回数と一口数につい

　　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て

　図8に，幼児における品目ごとの一口あたりの平均咀　　　　図9に，成人の献立1における品目ごとの一口あたり

囎回数と一口数を示す。品目ごとの一口あたりの平均咀　　　の平均咀噛回数を示す。一口あたりの咀噛回数が多い順

噛回数は，被験児Aのウインナーソーセージ，被験児　　　に，豚カツ，きゅうり，ごはん・サラダ，汁の順であっ

Bのきゅうり，サラダ，煮物およびウインナーソーセー　　　た。図8に示した幼児とは異なり，品目ごとの一口あた

ジ，被験児Cの豚カツ，煮物，ブロッコリーおよびウ　　　りの平均咀噛回数および一口数は，どの被験者において
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数1・ll鞭．、雛、郵雷、1°　均で561．7回という糸課で，同量の食事を撚した際の

　　　　献立1　　　　　　　國平均一魍囑回数◆一・数　　　　　幼児の給食における咀噛回数は，これらの報告に比べて
40@　　　　　　　　　　　　　　　　　30　　　高い値であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら咀30@　　　　　　　　　葦　　　　　　　　　　20　　　　幼児と成人が同じ内容で同量の食事（献立1）を摂取

醤・・◆1、馨鞭　◆　◆15夏　し場合，幼児3名の平均で1117．7回，成人3名の平

　　o鞭舞　盤　騨　雛難　嚢難　　嗣舞o　　　咀噛回数は，幼児は成人の約2倍であった。田村ら6）が，

臆者D ]F　D轟ッF　Dき昆。F　D謬ダF　D汁EF　　　　　白桃，甘納豆，りんご，カンパンを被検食品としてその

図9献立1の品目ごとの一口あたり咀噛回数と一口数（成人）　　咀噛回数を測定したところ，小児はいずれの被検食品に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おいても成人より約2倍の咀噛回数を示したとしてい

％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。今回の結果から，被検食品を限定していない実際の
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　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　食事においても，幼児は成人の約2倍の咀囎回数である

　　×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことが明らかとなった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　2．咀噌時間について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ、　　　　×　　　　　　　　　　　　△　り　　　　田村ら5），塩野ら12）は，咀噛ゼリーを用いた実験から，

含　・　　　　　　　　　　　　　　萎　　　　　咀瞬回数と咀噛時間には高い相関性があることを報告し
　　ロ　　　　　ロ

．　爽　▲　　　　　　×　　　　　　　　　　ている。今回の結果では，献立1の被験児A，Bを除い
　　　　　　
×　　　　．　　　　毒　，　：　　　　　　　　て，幼児，成人ともに咀塒回数が多いほど咀噛時間が長

　　　　　　　　　　　　▲　▲　　　　　　　　〈，過去の報告とほぼ同様の結果であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．一口あたりの咀噛回数と一口数について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　幼児　　　　　　　成人　　　　　　　　　　　一口あたりの咀噛回数に関する過去の報告では，田

図10品目ごとの一口咀噛回数の変動係数　　　　　　　辺3）が園児を対象に米飯の一口あたりの咀囎回数を計測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したところ，年少児では17．7回であったとしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また，古賀ら’°〉が幼児を対象として行った研究による

もほぼ同じ傾向を示した。　　　　　　　　　　　　　　　と，硬さの異なる食品を一定量摂取したとき，一口あた

5．幼児と成人における一口咀噌回数の比較　　　　　　　　りの咀噛回数の平均値は米飯で30回，ポークチャップ

　ー口あたりの咀囎回数のばらつきを知る目的で，献立　　　で40回，するめで74回とされており，一口あたりの咀

1における一口ごとの咀噛回数について変動係数を求め　　　瞬回数はその被検食品の硬さによって異なると報告され

た。結果を図10に示す。米飯，豚カッ，きゅうりの三　　　ている。

品目について，成人に比べてすべての被験児において変　　本研究における一口あたりの咀噛回数の結果では，被

動係数が大きかった。サラダ，汁については，成人被験　　　験児Aではウインナーソーセージ，被験児Bでは，

者Eのサラダにおいて被験児B，Cより変動係数が大き　　　きゅうり，サラダ，煮物，ウインナーソーセージ被験児

かったことと，成人被験者Fの汁において，変動係数　　　Cでは豚カツ，煮物，ブロッコリー，ウインナーソー

が最も大きかった以外は，幼児の方が成人に比べて変動　　　セージにおいて咀噛回数が40回以上と多かった。3名

係数が大きく，幼児の一口ごとの咀噛回数は成人に比べ　　　に共通して咀噛回数が多かったのはウインナーソーセー

て，ばらつく傾向が認められた。　　　　　　　　　　　　ジのみで，その個人によって，咀噛回数が多くなる食品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が異なっていた。それに対して成人では，いずれの被験

　　　　　　　　　　考察　　　 者においても＿定の傾向が認められ，＿口あたりの咀囑

1．咀噛回数について　　　　　　　　　　　　　　　　　　回数が多い順に，豚カツ，きゅうり，ごはん・サラダ，

　保育園児の給食摂取の状況を観察し，幼児の食事中の　　　汁の順であった。これより，成人ではその食品の硬さな

咀噛回数を測定した。幼児3名の給食4回分の平均咀噛　　　どの食品性状によって咀噛回数が一定の傾向をもつのに

回数は9725回であった。大竹ら”）が，現代の学校給食　　　対して，幼児では食品性状以外の因子も咀噛回数に影響

を成人に食べさせたところ平均咀噌回数は487回であっ　　　していると考えられた。

たと報告しており，岸田9）は，学校給食における低学年　　　　献立ごとに咀噛回数を比較すると，被験児Aの献立

児童の一食の平均咀囑回数は689回としている。食事の　　　1と2では，きゅうりとトマトが違うだけであるにもか

量がわからないために単純に比較はできないが，今回の　　　かわらず，献立2において極端に咀噛回数が少なかっ
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た。米飯の咀噛回数と一口数をみると，献立1では12　　らつく原因の一つとして，一口量にばらつきがあること

口で食べ終わり，その一口平均咀噛回数が19．6回で，　　が推察された。それに対して成人では一口量が一定して

合計236回咀噛していたのに対して，献立2では3口で　　　いるため’5～’8），一口あたりの咀噛回数のばらつきが少な

食べ終わり，その一口平均咀噛回数が38．3回で合計115　　いのではないかと考えられた。

回であった。献立2では一回に大量の米飯を口に運んだ　　　　幼児において，一口あたりの咀瞬回数がばらつく他の

と考えられ，一口量が多いために一口平均の咀噛回数が　　　要因としては，嗜好，食欲，食べ方のむら，はしの使い

多くなったものの合計咀囎回数は少なく，十分に咀噛し　　　方といった実際の食行動に関する問題点が考えられる。

ないまま嚥下した可能性が考えられた。この米飯咀瞬の　　　大竹ら1’）は，成人でも食物の嗜好によって咀瞬回数や咀

差が献立の咀噛回数の差に大きく影響したと思われる。　　噛時間が変動することを指摘しており，咀噛の発達過程

このように幼児では，食品を口に運ぶ回数（一口数）に　　　にある小児では，そうした影響をさらに強く受ける可能f

よって一口量や一口あたりの咀噛回数が変化すること，　　性を示唆している。また，摂食の先行期，すなわち，何

また，一口量は同一個人によっても変化しやすいことが　　　をどのようにどれくらいの量を食べるかを判断し口腔ま

示唆された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で食物を運ぶ認知期は，高次脳機能によって司られてい

　被験児Bでは，献立1と2を品目別にみると，きゅ　　　るが2q21），幼児においては，認知期が未発達であるた

うりに比べてトマトの咀噛回数が多かったのに対して，　　め，自分に適した一口量を認識できていないといった可

サラダは献立2において咀ロ爵回数が多くなっており，結　　　能性が推測されるが，この点に関しては今後の検討が必

果として献立1と2の咀瘤回数はほぼ同じであったと考　　　要と考えられる。

えられた。このように，特に子どもでは食事ごとに食べ　　　　本研究では，幼児においては一口ごとの咀瞬回数にば

方にむらがあり，それが咀噛回数に影響を与えたことが　　　らつきが大きいことが明らかとなったが，実際の食事風

考えられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　景から咀噛回数を計測したため，咀噛回数と一口量や食

4．一口ごとの咀噛回数のばらつきについて　　　　　　　品性状との関連については明らかにすることはできな

　過去の報告では，成人の場合，同一個体に同一食品を　　　かった。今後このような観点からも，咀囎回数がばらつ

何回咀囎させても一定の咀噛回数が得られることが知ら　　　く要因を検討していく予定である。

れている14）・また・成人の場合・一瞳・一゜咀鵬間　　　　　結論
は個人差，食品差が大きいものの，同一個人・同一食品

では一定していると報告されている15～18）。しかしなが　　　1．幼児における食事中の咀噛回数は，個人によって差

ら，幼児に関する報告は少なく不明な点が多い。　　　　　　　が認められた。同量の食事をした場合，幼児の咀噛回

　今回，品目ごとに一口ごとの咀噛回数について変動係　　　　数は成人の約2倍であった。

数を求め，一口ごとのばらつきを検討したところ，成人　　　2．一口あたりの咀噛回数は，成人では品目によって咀

に比べて幼児の方が変動係数の値が大きく，幼児の一口　　　　噛回数が一定の傾向をもつのに対して，幼児では品目

ごとの咀噛回数は，成人に比べてばらつきが大きいごと　　　　ごとの咀噛回数に個人による違いが認められ，食品性

が明らかとなった。サラダ，汁については，成人被験者　　　　状以外の因子が咀囎回数に影響していると考えられ

Eのサラダ，成人被験者Fの汁において，変動係数が　　　　た。

大きかったが，サラダ，汁は性状の異なる食材が混ざっ　　　3．同一個人，同一食品の場合，成人では一口あたりの

た品目であり，そのどれをロに入れるかによって，一口　　　　咀噛回数の変動係数が小さく，一口ごとのばらつきが

量に影響がでていることがビデオ観察の結果推察され　　　小さかったのに対して，幼児では変動係数が大きく，

た。一方，食物性状が均一である米飯，豚カッ，きゅう　　　　一口ごとのばらつきが大きかった。

りの場合，成人においては一口あたりの咀噛回数が一定

であるのに対して，幼児では均一な品目においても一口　　　 文献
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Study　on　the　Number　of　Chews　by　Preschool　Children

Junko　Matsuyama，　Kazuko　Yagi，　Tomoe　Mimomi，　Yoshihiro　Tanabe　and　Yo　Taguchi

　　　　D¢ραπη18η’6ゾ0πzZ　Hθ6z1〃z　5c∫θηcθ，　Pθ4’αか∫c　D6η琵5’πソ，　Gπz4膨α’85clzooZ　6ゾ

　　　　　　　　　　　　　　　　ルZθ4∫cαZαη41）θ1z孟α15「c∫θη6θ∫，〈匠だ9α孟α　乙ケz’Vθr∫∫り7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘D’γ6C’orJ　Pπ～ノ『　7とZ4ζZ5乃∫〈1∂4α，

　IIn　order　to　characterize　the　6ating　style　of　preschool　children，　the　number　of　chews　and　the　period

of　the　chewing　of　fbur　diffbrent　kinds　of　provided　lunch　were　measured　in　this　study．　The　eating　style

of　three　healthy　preschool　children　aged　four　years　was　recorded　on　videotape　while　eating　lunches

with　four　diffbrent　menus．　Each　lunch　menu　for　all　su句ects　was　arranged　in　the　same　content　and

same　weight．　As　a　control，　the　eating　style　of　three　healthy　adult　volunteers　with　the　mean　age　of　30

years　was　recorded　and　analyzed　by　the　same　method　as　for　the　children．　The　total　numbers　of　the

chews　of　the　in　children　with　each　lunch　ranged　ffom　480　to　1379，　showing　that　there　were　no　sig－

ni貸cant　diff6rences　among　the　four　lunches，　although　there　were　significant　diffbrences　among　the　3

children．　The　average　number　of　the　chews　of　the　preschool　children　was　approximately　two　times

that　of　the　adults，　showing　that　a　signi且cant　difference　between　the　group　of　preschool　children　and

adults．　Furthermore，　the　values　of　the　coefHcient　of　variation　on　the　number　of　chews　of　one－

mouthfUl　foods　in　each　preschool　child　were　higher　than　that　of　each　adult，　indicating　that　the　number

of　chews　of　one－mouthful　food　of　preschool　children　exhibited　more　diversification　than　that　of

adults．

Key　words：Preschool　children，　Mastic琴tion，　Number　of　chewing　foods，　One　mouthfUl　foods，　Pro－

　　　　　　　　　　　　vided　Iunch


